


南部地域では地域の高齢化が進み、ひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯等

が増加しています。

また「 地域のコミュニティ意識の希薄化」 などの社会背景から、地域や社会か

ら「 孤立・ 孤独」 が社会問題となっています。

高齢者等見守り事業では、高齢者等が「 孤立・ 孤独」 しないように、地域住民

と行政、社会福祉協議会や地域包括支援センターが協働することによる「 地域の

見守り体制」 の構築を目指して、同じ地域に住む高齢者等の方々 が安心して暮ら

せるよう、本年度より「 高齢者等見守り事業」 に取り組んでいきます。

～地域住民が主体的に高齢者等を

見守っていくことのできる地域を目指して～

高齢者等の「 孤立・ 孤独」 を未然に防ぐために必要なのは、

地域住民による日常的な「 見守り」 です。

身近なご近所エリア（ 向こう三軒両隣） での『 声掛け』 から始めて、

『 顔の見える関係づく り』 を目指しています。

南部地域まちづく り協議会高齢者等見守りボランティア

この度、南部地域まちづく り協議会が、市社会福祉協議会が実施する「 高齢者

等サポート隊活動モデル事業（ モデル地区）」 に決定され、以下のメンバーにより

活動を開始しました。

字廻幸雄（ 下宮奥） 松浦 登（ 上宮奥） 内田 章（ 関 戸） 金岡作治（ 大 東）

南 重男（ 中宮奥） 水野恒夫（ 大 東） 新子昭夫（ 大 東） 阪口 弘（ 大 東）

内田一哉（ 関 戸） 内田恵司（ 関 戸） 内田悦子（ 関 戸）

介 護 福 祉 課（ 電話 ８２―３６７５）

宇陀市社会福祉協議会（ 電話 ８４―４１１６）

宇陀市地域包括支援センター（ 電話 ８４―４８００）


